
お知らせ

　
給
付
金
の
申
請
期
限
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。
対
象
者
で
申
請
が
お
済
み

で
な
い
人
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限

　
７
月
３１
日
㈭
（
必
着
）

※ 

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
給
付
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
世
帯

　
基
準
日
（
令
和
６
年
１２
月
１３
日
）

に
小
城
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
か

つ
、
令
和
６
年
度
住
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯

※ 

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
扶
養

親
族
な
ど
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

支
給
額

　
１
世
帯　
３
万
円

　
１８
歳
以
下
の
児
童

　
一
人
当
た
り　
２
万
円

手
続
方
法

　
対
象
者
に
は
書
類
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
い
た

だ
き
、
返
信
用
封
筒
に
て
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

物
価
高
騰
対
策
給
付
金
を

装
っ
た
特
殊
詐
欺
や
個
人
情
報

の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
小
城
市
が
次
の
こ
と
を
行
う

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

・ 

給
付
金
の
受
け
取
り
に
あ
た

り
、
手
数
料
の
振
り
込
み
を

求
め
る
こ
と

・ 
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
預
金

通
帳
を
お
預
か
り
す
る
こ
と

・ 

暗
証
番
号
を
伺
う
こ
と

　
給
付
金
を
か
た
っ
た
不
審
な

電
話
、
郵
便
物
や
メ
ー
ル
な
ど

を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
お
近

く
の
警
察
署
や
警
察
相
談
専
用

電
話
（
＃
９
１
１
０
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

給
付
金
を
か
た
っ
た

 

詐
欺
に
注
意

　　　　　　　　　　　　令和６年度物価高騰対策給付金のご案内
問 申  健康福祉課　☎37・6106

申請期限が迫っています！申請期限が迫っています！
７月３１日（木）まで７月３１日（木）まで

　
国
内
で
は
、
検
挙
さ
れ
た
人
の
約

半
数
が
、
過
去
に
罪
を
犯
し
た
人
で

あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　
犯
罪
や
非
行
の
過
去
を
持
つ
こ
と

で
、
社
会
の
中
で
孤
立
し
、
再
び
罪

を
犯
し
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
を
減
ら
す
た
め
、
立
ち
直
ろ

う
と
す
る
人
に
寄
り
添
い
、
支
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
再
犯
を
防
ぎ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
「
更

生
保
護
」と
い
う
活
動
が
あ
り
ま
す
。

活
動
を
進
め
る
の
は
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

　
更
生
保
護
の
活
動
に
は
地
域
の
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
な
か
で
も
「
保
護
司
」

は
立
ち
直
り
を
一
番
近
く
で
見
守
る

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
地
域
の
事
情
な
ど
を
よ
く
理
解
し

て
お
り
、保
護
観
察
官
と
協
働
し
て
、

生
活
環
境
調
査
、
面
接
を
通
じ
た
助

言
や
指
導
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人

が
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
な
働
き
か

け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し

て
、
犯
罪
予
防
運
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
強
調
月
間

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と

は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
７
月
は
本
運
動
の
強
調
月
間
で
あ

り
、
佐
賀
県
に
お
い
て
も
各
地
区
で

街
頭
啓
発
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
本
運
動
を
き
っ
か

け
に
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
を
か
な
え
る
た
め
、
い

ま
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
自

分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

犯罪や非行のない社会を目指して
問  小城・多久地区更生保護サポートセンター（小城市役所別館）☎72・7915／健康福祉課　☎37・6106
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お知らせ

　
「
や
め
よ
う
！
佐
賀
の
よ
か
ろ
う

も
ん
運
転
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
夏

の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

期
間　
７
月
１０
日
㈭
〜
１９
日
㈯

　
こ
の
期
間
中
は
、
下
記
の
項
目

を
重
点
目
標
に
交
通
安
全
運
動
を

行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交
通
事
故

の
防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
小
城
市
二
十
歳
の
式
典

は
小
城
町
・三
日
月
町
・
牛
津
町
・

芦
刈
町
の
４
会
場
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
４
町
が
合
併
し
、
小
城
市

と
な
っ
て
２０
年
が
経
過
し
た
こ
と

も
あ
り
、
小
城
市
二
十
歳
の
式
典

の
１
会
場
で
の
開
催
を
含
め
て
、

式
典
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
ど
な
た
で
も

回
答
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
先

も
し
く
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

回
答
に
か
か
る
時
間
の
目
安
は

１
分
程
度
で
す
。

回
答
期
限

　
７
月
３１
日
㈭

回
答
は
こ
ち
ら
か
ら

夏の交通安全県民運動

問  防災対策課　☎37・6119

二十歳の式典に関する
アンケートにご協力ください
問  生涯学習課（ドゥイング三日月内）　☎72・1616

令和７年７月１日（火）から広域バスの運行ルートが変更となります
問  都市計画課　☎37・6121

地
域（
佐
賀
県
）重
点

　
携
帯
電
話
使
用
を
は
じ
め

と
し
た
「
よ
か
ろ
う
も
ん
運

転
」
の
根
絶

小城駅

桜楽館

牛津駅

セリオ前

小城バス
センター

（多久市）

小城駅

アイル

ゆめりあ

ひらまつ病院

公立佐賀中央病院

西九州大学

メディカル
モールおぎ

ダイレックス小城店

牛津駅 久保田駅

鶴田整形外科西

● アイル

● 鶴田整形外科西

● 牛津駅

● セリオ前

● ゆめりあ

● メディカルモールおぎ

● 小城駅

● 小城バスセンター

● 西九州大学

● ひらまつ病院

● ダイレックス小城店

● 桜楽館

● 公立佐賀中央病院（多久市）

1日8便
月～金曜日運行日広域バス

買い物や通
院、

通学に便利な
バスを

ぜひご利用く
ださい。

反時計回り
（１日５便）

時計回り
（午後３便）

詳細は
こちら

※小城町バスの３路線は、引き続き旧小城市民病院（バス停「小城市民病院」）に停車します。
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お知らせ

　
国
民
年
金
保
険
料
（
令
和
７
年
度

の
保
険
料
は
月
額
１
７
、５
１
０
円
）

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、 

本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納

付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※ 

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

と
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

①
全
額
免
除
・
一
部
免
除
申
請

　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険

料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部

（
４
分
の
１
、
半
額
、
４
分
の
３
）

免
除
に
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　
5０
歳
未
満
の
人
で
本
人
・
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

退
職（
失
業
）時
の
特
例
免
除
制
度

　
免
除
な
ど
の
申
請
を
す
る
年
度
ま

た
は
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た
人

は
「
特
例
免
除
制
度
」
を
利
用
で
き

ま
す
。

※ 

退
職（
失
業
）さ
れ
た
人
の
前
年
の

所
得
を
ゼ
ロ
と
し
て
審
査
さ
れ
ま

す
。

　
た
だ
し
、
退
職
さ
れ
た
人
以
外
に

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免

除
な
ど
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　
特
例
が
認
め
ら
れ
た
学
校（
大
学・ 

短
大
・
専
門
学
校
な
ど
）
の
学
生
で

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

※ 

①
～
③
は
、
申
請
時
点
の
２
年
１

カ
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ

る
と
、
万
が
一
の
際
に
障
害
基
礎

年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

《
上
記
①
②
を
申
請
す
る
人
》

・ 

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

特
例
免
除
申
請
に
必
要
な
も
の

・ 

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
）

の
写
し

・ 

印
か
ん
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

※ 

公
務
員
は
退
職
辞
令
の
写
し
で
可
。

《
上
記
③
を
申
請
す
る
人
》

・ 

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

・ 

学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明

書
※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
電

子
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
は
こ
ち
ら
か
ら

国民年金保険料免除・納付猶予制度をご活用ください
問 申  佐賀年金事務所　☎31・4191（自動音声案内「２」選択後、「２」を選択）／国保年金課　☎37・6101

免除と未納の違い

全額免除 一部免除
※

納付猶予
学生納付

特例
未納

老齢・障害・遺族
基礎年金の受給資
格期間への算入

あり あり あり なしなし

老齢基礎年金の年
金額に反映 あり あり なしなし なしなし

※一部免除は、一部免除保険料を納付しなければ未納扱いとなります。

令
和
７
年
７
月
～
令
和

８
年
６
月
分
（
令
和
７

年
度
分
）
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除
の
申
請
受

付
を
、７
月
１
日
㈫
か

ら
始
め
ま
す
。

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
入
院
時
の

食
事
療
養
標
準
負
担
額
（
食
費
の
自
己

負
担
額
）
が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※ 

区
分
Ⅰ
・
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※ 

療
養
病
床
へ
入
院
さ
れ
る
場
合
は
、

単
価
が
異
な
り
ま
す
。

入院時の食事療養標準負担額が改定されました
問  佐賀県後期高齢者医療広域連合　☎64・8476／国保年金課　☎37・6101

対象者の分類
食事療養標準負担額
（１食につき）

改定前 改定後
下記以外の人 490円 5１0円
区分Ⅱ・Ⅰに該当しない指定難病患者 280円 ３00円

区分Ⅱ
90日までの入院 230円 240円
過去１年で90日を超える入院 180円 １90円

区分Ⅰ 110円 １１0円
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お知らせ

国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している皆さんへ
問  国保年金課　☎37・6101

　社会保険や建設国保などの加入・喪失手続きは、
会社が行いますが、国民健康保険の加入・喪失手
続きは自分で行わなければいけません！
　手続きをしないと、社会保険料と国保税を二重
に支払うことになります。右記のものを持参し、
国保年金課で手続きを行ってください。

あなたは２つの保険資格（国民健康保険と社会保険など）を持っていませんか？
・新たに加入した健康保険の資格確認書など（全員分）
・国民健康保険の資格確認書など
・本人確認書類
　（マイナンバーカード、運転免許証など）
・マイナンバーが分かるもの
　（ 世帯主および喪失者分のマイナンバーカードなど）

現在お持ちの保険証の有効期限は7月３１日（木）です
〜「資格情報のお知らせ」または「資格確認書」を７月１4日（月）から順次発送します！〜

国⺠健康保険

後期高齢者医療資格確認書の一斉発送のお知らせ

〜マイナ保険証※をお持ちの人〜 ※健康保険証利用登録がされたマイナンバーカード

　医療機関を受診する際はマイナ保険証をご利用ください。
　健康保険の資格情報を確認できる、A4サイズの「資格情報のお知らせ」を交付します。
　顔認証付きカードリーダーの不具合など、医療機関などでマイナ保険証を利用できない
場合に、マイナ保険証とセットでご提示ください。
　なお、「資格情報のお知らせ」のみでは医療機関などを受診することはできません。

〜マイナ保険証をお持ちでない人〜
　「資格確認書（黄色）」を【簡易書留】でお送りします。資格確認書を医療機関などの
窓⼝に提示することで、これまでどおり受診することができます。

【お願い】 新しい「資格情報のお知らせ」または「資格確認書」が届いたら、住所・⽒名・
生年月日の確認をお願いします。記載内容に誤りがある場合は、ご連絡ください。

　マイナ保険証の有無にかかわらず、後期高齢者医療
制度に加入する皆さんに、従来の保険証と同じよう
に受診できる「資格確認書（緑色）」を、７月下旬に 
【簡易書留】でお送りします。８月１日以降ご使用く
ださい。
　今お持ちの被保険者証（桃色）、資格確認書（⽩色）、
限度額適用・標準負担額減額認定証（黄色）および限
度額適用認定証（⽩色）は、７月31日までの有効期限
となっています。
　有効期限後は、国保年金課に返還していただくか、
裁断するなどして確実に廃棄してください。
　なお、限度額適用・標準負担額減額認定証、限度
額適用認定証（以下、減額証など）は、令和６年12月

２日以降、新規発行は終了しました。今までお持ち
の人には、資格確認書に限度区分などを記載してい
ますので、資格確認書が減額証などの代わりになり
ます。
　また、今回記載されていない人も、申請すれば、
限度区分などを記載することができます。詳細は、
国保年金課へお尋ねください。
【お願い】
　新しい資格確認書（緑色）が届きましたら、⽒名・
性別・生年月日のご確認をお願いします。また、裏
面に住所をご記入ください。
　もし、記載内容に誤りがある場合は、国保年金課
までご連絡ください。

佐 賀 県

国民健康保険

資 格 確 認 書

有効期限 令和 8年 7月 3 1日

記 号 番 号 （枝 番）02

氏　　　　名 小城　一郎

生 年 月 日

適 用 年 月 日

交 付 年 月 日

世 帯 主 氏 名

昭和29年　1月11日

令和 6 年 11月　1日

令和 7 年　8月　1日

小城　一郎

住所　　小城市三日月町長神田2312番地2

保険者番号　　410084 交付者名　小城市

性　別　　男

見 本

小城

資格確認書

資格情報のお知らせ

845-8511
佐賀県小城市三日月町長神田 2312 番地 2

小城　一郎　様

令和７年８月１日

資格情報のお知らせ
交付者名：小城市

記号 小城 
氏名
フリガナ
負担割合
発行期日
適用開始日
交付年月日

 
小城　一郎
オギ　イチロウ
○割
＊＊＊
令和６年11月１日
令和７年８月１日

番号 000000（枝番）00

資格情報のお知らせ
令和７年８月１日　発行

受診の際にはマイナ保険証があわせて必要です。

交付者：小城市

　　　記号　小城　番号　000000
氏名　小城　一郎
負担割合　◯割

見 本
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お知らせ

　
５
月
に
開
催
さ
れ
た
令
和
７
年

第
１
回
小
城
市
議
会
臨
時
会
で
の

同
意
を
得
て
、
５
月
１6
日
付
で
永な

が

野の

篤あ
つ

子こ

さ
ん
、
６
月
１
日
付
で
梶か

じ

原わ
ら

彰あ
き

夫お

さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
は
、
教
育
行
政
に
関

す
る
重
要
事
項
や
教
育
の
基
本
方

針
に
つ
い
て
、
教
育
長
と
と
も
に

合
議
制
で
決
定
を
行
い
ま
す
。

教育委員が
任命されました

問  教育総務課　☎37・6130

任
期　
令
和
７
年
５
月
１6
日
〜

　
　
　
令
和
１１
年
５
月
１５
日

永野篤子さん

任
期　
令
和
７
年
６
月
１
日
〜

　
　
　
令
和
１１
年
５
月
３１
日

梶原彰夫さん

入
居
予
備
者
募
集
団
地

・
西
新
町
団
地

　
（ 

小
城
町 

３
Ｄ
Ｋ
・
２
Ｄ
Ｋ
）

　
入
居
予
備
者
（
空
き
室
待
ち
）

登
録
後
、
空
き
室
が
発
生
し
た
と

き
に
、
抽
選
会
で
決
定
し
た
番
号

の
早
い
人
か
ら
順
に
入
居
案
内
を

し
ま
す
。

資
料
お
よ
び
申
請
書
配
布

　
６
月
２０
日
㈮
か
ら
定
住
推
進
課

お
よ
び
市
民
課
各
出
張
所
窓
口
で

配
布
し
ま
す
。

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
・
場
所

・
７
月
７
日
㈪
〜
１８
日
㈮

　
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

・
定
住
推
進
課

注
意
事
項

　
市
営
住
宅
は
、
持
ち
家
や
一
定

以
上
所
得
の
あ
る
人
の
申
請
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
小
城
市

営
住
宅
条
例
に
定
め
る
入
居
資
格

が
必
要
で
す
。

　
入
居
資
格
な
ど
の
詳

細
は
、
配
布
資
料
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

抽
選
会
日
時
・
場
所

・
８
月
５
日
㈫

　
９
時
３０
分
〜
１０
時
（
予
定
）

・
小
城
市
役
所　
西
館
２
階

　
２

−

６
会
議
室

令和７年度 市営住宅入居予備者を
募集します

問 申  定住推進課　☎37・6150

詳細はこちら

　
５
月
に
開
催
さ
れ
た
令
和
７
年

第
１
回
小
城
市
議
会
臨
時
会
で
、

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し

い
委
員
４
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

任
期
は
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
臨

時
会
を
開
催
し
、
松ま

つ
永な

が
津つ

代よ

志し

委

員
が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
適
正
な

選
挙
の
管
理
・
執
行
に
向
け
て
、

提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

任
期　
令
和
７
年
５
月
１１
日
〜

　
　
　
令
和
１１
年
５
月
１０
日

　
５
月
に
開
催
さ
れ
た
令
和
７
年

第
１
回
小
城
市
議
会
臨
時
会
で
の

同
意
を
得
て
、
古こ

瀨せ

忠た
だ

彦ひ
こ

さ
ん
が

新
し
く
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
監
査
委
員
は
、
市
の
行
財
政
に

関
す
る
事
務
の
執
行
お
よ
び
経
営

に
係
る
管
理
状
況
を
監
査
し
、
行

財
政
運
営
の
健
全
性
・
透
明
性
の

確
保
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

任
期　
令
和
７
年
５
月
１１
日
〜

　
　
　
令
和
１１
年
５
月
１０
日

選挙管理委員会委員が改選されました

問  選挙管理委員会事務局　☎37・6114

監査委員が
選任されました
問  監査委員事務局　☎37・6134

古瀨忠彦さん 松
まつ

永
なが

津
つ

代
よ

志
し

さん
※新任

今
いま

村
むら

直
なお

美
み

さん
※新任

江
え

里
り

⼝
ぐち

義
よし

広
ひろ

さん
※再任

田
た

中
なか

幸
ゆき

恵
え

さん
※新任
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お知らせ

飼い主のいない猫を減らし、人と猫が共生する地域づくりを目指して不妊去勢手術費用の一部を補助します
問 申  環境課　☎37・6102

　市では、飼い主のいない猫の繁殖抑制、恵まれない命をふやさないため、それらの猫による生活環境被害の低
減などを目的として、猫に不妊去勢手術を実施する団体に対し、手術費用の一部を（予算の範囲内で）助成します。

　環境課には、野良猫がふえたことによ
り、「猫が庭に入ってくる、ふん尿をされ
た」、「庭や畑を荒らされた。駆除してほ
しい」などの苦情が寄せられます。
　猫は動物愛護法に定められた愛護動物
です。殺傷（５年以下の拘禁刑または500
万円以下の罰金）、遺棄、虐待（１年以
下の拘禁刑または100万円以下の罰金）
をすることは犯罪です。また、行政が捕獲
することはありません。
　このため、市では地域猫活動団体補助
金制度を始めました。

　飼い主のいない猫を地域住民が主体となり、ボランティアおよび行政との協働に
より、地域の理解と協力の下、野良猫の繁殖制限・餌やり・ふん尿などの適正な管
理を行いながら、一代限りの生を全うさせ、将来的に野良猫をなくしていくことを
目的とした活動です。

　猫は縄張りを持つ動物ですが、食事と睡眠が確保
された安全な室内では、屋外で飼うよりもストレス
がたまりません。交通事故や病気から守ることにも
つながります。

猫を飼うときのポイント

地域猫活動とは

①室内飼い
　猫は非常に繁殖力が高い動物です。
不妊去勢手術をすれば、病気の予防に
もつながります。

②ふやさないのも愛

　飼い猫であることを明示することは、飼い主のい
ない猫と識別するためにも重要なことです。首輪、
名札やマイクロチップなどで、身元表示をするよう
にしましょう。

③身元表示
　猫は家族の一員です。猫の生態や習性などを理解
し、その一生を終えるまで愛情と責任を持って世話
をしてください。飼えなくなったからといって、殺
傷や遺棄をすることは犯罪です。

④最後まで責任を持つ

さくら耳の猫

無責任に餌を与え続けると
１年後には、20匹以上にもなり、
生活環境被害が増加します。

補助対象団体（次のいずれにも該当すること）
・市内に居住し、同一の世帯でない２人以上で構成され
ていること。

・市内で地域猫活動を行うものであること。
・地域猫の管理を行う場所の土地所有者の同意を得てい
ること。

補助対象事業
　市内に生息する飼い主のいない猫の繁殖を防ぎ、地域
における猫に起因する地域問題の減少を図る目的とし
て、地域猫の不妊去勢手術などを行う事業。

補助金額
・不妊手術　１匹につき 20,000円（上限）
・去勢手術　１匹につき 10,000円（上限）
・諸経費　　１匹につき 600円（定額）
・その他　　市長が認めた額（堕胎処理費）

「さくら耳」は手術が済んだ印
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お知らせ

小城市立歴史資料館  令和７年度テーマ展を開催中です
問  文化課（桜城館 ２階）　☎71・1132

小
城
の
戦
時
資
料

　
今
年
は
戦
後
８０
年
を
迎
え
ま
す
。
館

蔵
の
戦
時
資
料
を
紹
介
し
、
戦
争
の
悲

惨
さ
や
、
戦
時
下
の
人
々
の
暮
ら
し
を

紹
介
し
ま
す
。

期
間　
〜
８
月
３１
日
㈰　
９
時
〜
１７
時

※ 

月
曜
日
、
７
月
２２
日
㈫
、
８
月
１２
日

㈫
は
休
館

場
所　
歴
史
資
料
館　
常
設
展
示
室

（
桜
城
館  

２
階
）

観
覧
料　
無
料

主
な
展
示
物　
兵
士
の
出
征
・
帰
還
関

連
資
料
、
公
文
書
資
料

▲千人針

新
収
蔵
品
展

　
令
和
６
年
度
に
、
当
館
に
お
い
て

収
蔵
し
た
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間

　
〜
７
月
１３
日
㈰　
９
時
〜
１７
時

※
月
曜
日
は
休
館

場
所　
歴
史
資
料
館　
企
画
展
示
室

（
桜
城
館  

２
階
）

観
覧
料　
無
料

主
な
展
示
物

　
中
林
梧
竹
作
品
、高
田
保
馬
短
歌
、

小
城
藩
士 

土
山
家
伝
来
甲
冑
、

柳
生
新
陰
流
関
連
資
料

▲小城藩士  土山家伝来甲冑

（
特
例
措
置
の
概
要
）

・
個
人
が

・ 

都
市
計
画
区
域
内
（
小
城
市
は
全

域
）
に
お
い
て
、

・ 
譲
渡
価
格
が
５
０
０
万
円
以
下
の

一
定
の
要
件
を
満
た
す

・ 

５
年
を
超
え
る
所
有
期
間
の

・ 

低
未
利
用
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場

合
に
、

　

個
人
の
長
期
譲
渡
所
得
か
ら

１
０
０
万
円
が
控
除
さ
れ
る
も
の 

で
す
。

※ 

譲
渡
後
に
具
体
的
な
利
用
予
定
・

計
画
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

低
未
利
用
土
地
と
は

　
具
体
的
に
は
、
⑴
空
き
地
や
⑵
空

き
家
・
空
き
店
舗
が
存
在
す
る
土
地

で
す
。
低
未
利
用
土
地
の
要
件
、
申

請
書
の
様
式
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市

計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

適
用
対
象
期
間

　
令
和
２
年
７
月
１
日
〜
令
和
７
年

１２
月
３１
日
の
土
地
の
譲
渡

手
続
き
の
流
れ

① 

売
主
（
ま
た
は
仲
介
業
者
な
ど
）

が
市
へ
確
認
書
の
交
付
を
申
請

② 

市
が
確
認
を
実
施
し
、
確
認
書
を

交
付
（
１
〜
２
週
間
ほ
ど
審
査
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
）

③ 

税
務
署
で
確
定
申
告
（
確
認
書
を

提
出
）

※ 

市
で
は
、
低
未
利
用
土
地
の
確
認

書
の
交
付
を
行
い
ま
す
。
特
例
措

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
確
約
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
税
務
署
で
の
申
告
が

必
要
で
す
。詳

細
は
こ
ち
ら

利用していない土地を売却した場合の長期譲渡所得の特別控除措置について
問 申  都市計画課　☎37・6121／佐賀税務署　☎32・7511（代表）（自動音声案内で、全般的な質問は「１」を、個別相談は「２」を選択）

空き地
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お知らせ

　
平
成
１９
年
に
、
小
城
市
立
小
城
中
学

校
で
行
っ
た
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
年

号
な
ど
を
刻
ん
だ
「
丁て

い
亥が

い
年ね

ん
銘め

い
刻こ

く
書し

ょ
紡ぼ

う

錘す
い

車し
ゃ

」
が
佐
賀
県
重
要
文
化
財
（
考
古

資
料
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
紡
錘
車
と
は
中
央
の
穴
に
棒
を
通

し
、繊せ

ん
維い

に
撚よ

り
を
か
け
る
道
具
で
す
。

九
州
で
は
紡
錘
車
に
文
字
を
刻
ん
だ
例

が
少
な
い
う
え
に
、
大
宝
律
令
施
行
以

前
の
書
式
で
あ
る
干え

支と

表
記
で
丁
亥
年

と
刻
ん
で
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
日
本
国
内
で
出
土
し
た

刻こ
く

書し
ょ

紡
錘
車
の
な
か
で
最
も
古
い
年
代

（
丁
亥
年
＝
西
暦
６
８
７
年
）
を
刻
ん

だ
も
の
で
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
指
定
に
あ
わ
せ
８
月
３１
日
㈰
ま
で
小

城
市
立
歴
史
資
料
館
で
実
物
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（ 

月
曜
日
、
７
月
２２
日
㈫
、
８
月
１２
日

㈫
は
休
館
）

　
施
設
を
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
設
備

な
ど
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
次
の
期
間
、
市
民
図
書
館 

三
日

月
館
の
休
館
、
多
目
的
ホ
ー
ル
お
よ
び
生
活
工
房

の
利
用
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
研
修
室
な
ど
に
つ
い
て
も
利
用
休
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
の
際
に
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
工
事
車
両
や
作
業
音
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
皆
さ

ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
休
止
期
間

・
市
民
図
書
館 

三
日
月
館

　
令
和
７
年
１１
月
１７
日
㈪
ま
で

・
多
目
的
ホ
ー
ル

　
令
和
７
年
１１
月
３０
日
㈰
ま
で

・
生
活
工
房

　
令
和
７
年
１０
月
３１
日
㈮
ま
で

※ 

工
事
の
状
況
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
民
図
書
館 

三
日
月
館
の
休
館
期
間
中
の
対
応

に
つ
い
て

　
貸
出
・
予
約
・
各
種
問
い
合
わ
せ
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

　
本
の
返
却
は
、
三
日
月
館
の
「
返
却
ポ
ス
ト
」

に
入
れ
て
い
た
だ
く
か
、
小
城
館
ま
た
は
各
分
室

へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
小
城
館
・
牛
津
分
室
・
芦
刈
分
室
・
自

動
車
図
書
館（
本
丸
く
ん
）は
通
常
ど
お
り
開
館・

巡
回
し
ま
す
。

丁
ちょう

永
なが

遺
い

跡
せき

の出土資料が佐賀県重要文化財に指定されました
問  文化課（桜城館 ２階）　☎71・1132

小城市生涯学習センター「ドゥイング三日月」大規模改修工事に伴う施設利用休止のお知らせ
問  【施設に関すること】生涯学習課（ドゥイング三日月内）　☎72・1616／【図書館の利用に関すること】市⺠図書館 三日月館　☎72・4946

▲丁亥年銘刻書紡錘車

▲ 小城市生涯学習センター
　「ドゥイング三日月」

母
子
保
健
推
進
員
と
は

　
地
域
の
子
育
て
世
代
を
応
援
し
、
乳
幼

児
の
健
や
か
な
成
長
を
助
け
る
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
現
在
５０
人
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

①
妊
婦
さ
ん
訪
問

② 

こ
ん
に
ち
は　
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

③ 

乳
幼
児
健
診
や
育
児
サ
ー
ク
ル
な
ど
で

の
託
児

④
研
修
会
や
会
議
の
参
加　
な
ど

次
の
地
区
の
母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し

て
い
ま
す

・
小
城
町
（
松
尾
）

・
三
日
月
町
（
大
寺
・
久
米
）

・ 
牛
津
町
（
柿
樋
瀬
・
下
江
良
・
両
新
村
）

　
興
味
が
あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

母子保健推進員が地域で活動されています
問 申  こども家庭課　☎37・6107

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？
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お知らせお知らせ

おぎの歴史

探検隊

入札結果を公表します
問  財政課　☎37・6117

　「ゆめぷらっと小城」前の
国道を東に少し進むと、下町
との交差点があります。その
十字路から南にまっすぐ延び

た通りが本町通りです。今では静かな住宅街となったこの
通りは、かつて戦後の復興期から高度経済成長期に、小城
町の中心的商店街として賑わいました。通りはそのまま小
城駅へと続いており、今のような車社会でなかった時代、
大勢の列車の利用客がここを行き来しました。
　当時の本町商店街には、さまざまな業種の小売店や飲食
店などが軒を並べ、衣食住に必要なものを買い揃えること
ができました。商店主たちも商売熱心で、農閑期にはオー
トバイによる宣伝隊を組み、近隣の農村までPRに出かけ
たりしました。また、この通りには２つの映画館があり、
全盛期には東映映画専門の「小城東映」と、日活・東宝・
大映などの邦画や洋画を上映する「昭和館」が、競うよう
に観客を集めたものです。
　昭和28年の岡山神社秋季祭から始まったのが「シャン
シャン祭」で、この祭は本町商店街の振興を兼ねて行われ
ました。当時の本町は神輿を担ぐ子どもの数も多く、毎年

秋の「おくんち」には、神輿見物の人で通りが埋まるほど
でした。しかし、商店街の衰退と少子化でこの祭も、今で
は思い出の中に残るのみとなりました。（続）

昭和小史〈２〉本町商店街（小城町）のにぎわい 小城郷土史研究会／著

▲オートバイで勢揃いした宣伝隊
　（現小城町岩蔵付近）

（５月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）� （単位：円、％）

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額�
(うち消費税相当額)

予定価格�
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

令和７年度　岩松小学校
屋根及び外壁改修工事

宮地建設㈱、㈱エグチ・ビルド
㈱上滝建設�小城営業所、㈱中野建設�小城営業所
㈱中島工務店、㈱大洋建設�小城支店

㈱中島工務店
139,449,200
(12,677,200)

163,680,000
(14,880,000)

85.20

財政課
☎37・6117

令和７年度
小城公共下水道事業
東新町第１号管渠布設工事

㈱政工務店、西岡建設㈱、㈱大義建設
㈱下村建設、㈱城南建設、㈱エグチ・ビルド
㈱久保建設、岡本建設㈱、㈱中島工務店

㈱エグチ・
ビルド

72,380,000
(6,580,000)

73,579,000
(6,689,000)

98.37

令和７年度　芦刈鉱害排水機
場維持管理事業
川越排水機場　１号ポンプ
設備等改修工事

㈱酉島製作所　佐賀支店

㈱酉島製作所
佐賀支店

170,500,000
(15,500,000)

174,592,000
(15,872,000)

97.66

令和７年度　満神鉱害ポンプ
排水施設維持管理事業
満神排水機場　２号ポンプ
設備等改修工事

㈱酉島製作所
佐賀支店

174,900,000
(15,900,000)

178,046,000
(16,186,000)

98.23

令和７年度
小城公共下水道事業
北小路第１号管渠布設工事

㈱政工務店、㈱大義建設、㈱下村建設
岡本建設㈱、㈱中島工務店 ㈱中島工務店

147,400,000
(13,400,000)

149,688,000
(13,608,000)

98.47

令和７年度
橋りょう補修事業
安心橋架け替え工事に伴う
家屋事後調査業務

九州技術開発㈱、㈱トップコンサルタント
㈱有明エンジニアリング、日本建設技術㈱�佐賀支店
㈱九州構造設計、㈱アーバン設計、㈱原田設計
㈱コスモエンジニアリング�佐賀支店
国際技術コンサルタント㈱、㈱建匠コンサルタント
西日本総合コンサルタント㈱
㈱エスジー技術コンサルタント

㈱コスモ
エンジニアリング
佐賀支店

11,880,000
(1,080,000)

12,551,000
(1,141,000)

94.65

入
札
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
し
て
い
ま
す
。
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